
令和5年4月1日～令和6年3月31日

TOPICS
社 　 名 細谷火工株式会社
英 文 社 名 HOSOYA PYRO-ENGINEERING CO., LTD.
本社所在地 東京都あきる野市菅生1847番地
創業年月日 明治39年（1906年）６月７日
設立年月日 昭和26年（1951年）５月28日
公開年月日 昭和38年（1963年）６月19日
資 本 金 201百万円
営 業 所 東京都新宿区須賀町１番地　大和屋ビル２階
従 業 員 数 100名（臨時社員を含む）

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月開催
基 準 日 ３月31日
株主名簿管理人 株式会社アイ・アール ジャパン
同 連 絡 先
（郵便物送付先及び
お問い合わせ先）

〒100-6026
東京都千代田区霞が関三丁目２番５号
株式会社アイ・アール ジャパン
証券代行業務部
電話　0120-975-960（通話料無料）

公 告 方 法 官報

株 主 名 持株数（千株）持株比率（％）
一般社団法人日本文化伝承会館 420 10.5
細 谷 火 工 共 栄 会 281 7.0
志 村 　 実 175 4.4
細 谷 亮 旗 170 4.2
西 武 信 用 金 庫 170 4.2
ナ ス 物 産 株 式 会 社 137 3.4
芹 澤 圭 二 118 2.9
日 油 株 式 会 社 100 2.5
細 谷 穰 志 98 2.5
株 式 会 社 り そ な 銀 行 95 2.4
三井住友海上火災保険株式会社 95 2.4

発行可能株式総数 8,064,000 株
発行済株式総数 4,032,000 株
株 主 数 3,166 名

デザインを一新し、各コンテンツもより見やすくなりま
した。これからも皆様に様々な情報をお届けいたします。
是非ご覧下さい。

会社概要 （令和６年３月31日現在）

株式の状況 （令和６年３月31日現在）

株主メモ

株主の状況

細谷火工 検索 https://hosoya-pyro.co.jp/

ホームページをリニューアルいたしました。

事業内容

火
工
品
事
業

火工品の製造・販売
　火薬や爆薬で生み出す「煙」「光」

「音」を利用した各種製品を製造・販
売しております

火薬類の燃焼処分
　保有施設にて、不用になった火薬類
や火工品を処分いたします

安全性評価試験
　保有施設及び装置にて高エネルギー
物質の安全性評価試験やデータ測定を
行います

液体化成品の製造・販売
　使用済み核燃料処理剤や人工衛星の
推進薬などを研究機関に提供しており
ます

賃
貸
事
業

土地・建物の賃貸
　商業施設、試験施設、火薬庫等を賃
貸しております



代表取締役社長

　株主の皆様には日頃から格別のご高配を賜り、厚く御礼申し
上げます。ここに、当社第73期（令和５年度）のご報告を申し
上げます。
　当事業年度における国内の経済状況は、急激な為替変動や原
材料価格の高騰など厳しい状況が続きました。そのような中、
当社の火工品事業においては主力の防衛省向け製品の受注は減
少したものの、火工品の燃焼処分や化成品の受託業務など当社
の専門性を活かした受注が増加したことで、火工品事業は増収
となりました。
　しかし課題は多く、火工品の原材料においては一部調達難が
継続しており、在庫確保を重視した先行的な対策により安定生
産を維持いたしました。また、当社は官公庁が主な取引先であ
るため下期偏重の収益構造でありますが、当事業年度は特に納
期が第4四半期に集中したことで、キャッシュ・フローへの影
響だけでなく、生産の非効率化が懸念されました。そこで、全
部門において徹底した業務効率化を推進すると共に、必要に応
じて組織を横断して業務に取り組むなどの対応により、収益性
の向上に繋げました。
　以上の結果、当事業年度の売上高は1,832百万円（前期比
4.1％増）、営業利益194百万円（同9.4％増）、経常利益201
百万円（同9.7％増）、当期純利益138百万円（同4.8％増）と
なりました。株主の皆様への配当も、予想から３円増配の１株
当たり10円とさせていただきました。
　当社は、高エネルギー物質利用によって国家社会に貢献する
とういう経営理念の下、既存製品をさらに発展させると共に、
航空・宇宙分野での新たな活用の可能性を見出すため、技術開
発力と提案力の強化に努めます。またそのための人材の確保と
育成に継続して投資を行ってまいります。
　株主の皆様には、今後とも当社のよき理解者としてお力添え
を賜りますようお願い申し上げます。
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売 上 高 16億6,244万円
（前期比  5.1％増）

営業利益 1億1,341万円
（前期比  21.6％増）

火工品事業

売 上 高 1億7,028万円
（前期比  4.8％減）

営業利益 1億2,124万円
（前期比  3.2％減）

賃貸事業

※ セグメントの業績は各事業に帰属しない一般管理費を除いております。

主力の防衛省向け製品の受注は減少いたしましたが、火工品
の燃焼処分や液体化成品の受託業務などの受注が増加し、増
収となりました。損益面では、全部門において業務効率化を
進めた結果、収益性が向上し増益となりました。

火薬庫の新規契約や所有地の活用による収入増に対し、期間
限定契約の終了による収入減などで減収減益となりました。
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自己資本
　  当期純利益率（％）

総資産
　  経常利益率（％）

セグメント情報財務ハイライト


